
Sapta padarthiの和訳解説 (1)

菱田邦男

はしがき

Saptapadarthiは『七句義論J]， IT'七原理篇』などと和訳されることがある。七句義とは， dravya 

〈漢:実ニ実体). gUl)a (漢:徳=性質). karman (漢:業=運動)・ samanya(漢:同=普遍). 

Vl均a(漢:異=特殊)・ samavaya(漢:和合=不可分関係)・ abhava(漢:無=非存在)を指し

ており，これら七つの (sapta)句義を根本要素として宇宙の一切は構成されている 9 とこの書で

は説く。句義 (pad孟rtha)とは「言葉 (pada)の対象 (artha)JとL、う意味である。この書の立場

で、は，あらゆる実在は言葉によって表わされるから，宇宙の一切を構成する要素たる， dravya. 

gu早a.karman等も「言葉の対象」即ち「句義」と称せられるのである。

世界を諸要素に分析し，それら諾要素から宇宙は成り立っとする見解は勝論学派 (Vai向ika)

の立場であるが，この蓄は「正理勝論 (Nyaya田Vaise~ika) 学派」と言われる統合学派(syncretist 

school)の最初期の作品に属するとされるの.Gurumurti， Introduction， p. xxx) 0 Sapt品padarthi

では，句義論の中に論理学も含めて説かれているが，勝論学派の説と正理学派の説のうち，いず

れの学説がより濃く顕われているかといえば，勝論説である。例えば，正理学派では聖言量

(sabda)は独立の量 (pram拘a)とされるが， Saptapadarthi では聖言量は比量 (anumana)の中に

含められている。つまり，この書が，勝論学派の代表的書物である Prasastapadabha手yaと同様

に，二量(現量・比量)説を守っている点は，この書の勝論的特徴を示すものである。

Saptapadarthi は， Udayanaの Lak号叫互vali，AnnaJTlbhattaの Tarl王asaJTlgraha.Kesavamisraの

Tarl王abhasa等と同様に，一種の綱要書であり，正理勝論学派の根本思想を学習するには，最も適

切なマニュアルの一つで、ある。 Saptapad亙rthiの著者である Sivadityaの年代ははっきりしていな

いが， Udayanaとほぼ同時代の10世紀後半とする説が有力のようである。 V.S.Ghat告によれば，

Sivadityaは Pras丘stapadabha:;;yaの注釈書 Vyomatiの著者 Vyomasivaと同一人物らしし、とL、ぅ

(Ghate版 SP句 Introduction，p.ix)。しかしながら， ].S. Jetlyは，両者は別人である，と主張す

る。その理由は， Siv剖ityaが聖言量を比量の中に含めているのに対して， Vyomasivaは聖言量

を独立の量とみなして，三種の量 (pramalJ.a)を挙げているからである(Jetly肢 SP，Introduc-

tion， p.12)。
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さて，和訳を試みるに際しては，

(1) The Saptapad亘rthiof Siv瓦.ditya together with its Commentary， the Mit旦hhasIniof 

M亘dhavaSarasvati. Edited by N.C. Bhattacharya and A.M. Bhattacharya. Calcutta Sanskrit 

Series No. 8， 1934. (SPと略称)

を底本として用い，

(2) The Saptapadarthi of Sivaditya together with its Commentary， the Mitabh匂iniof Madhava 

Sarasvat1. Edited by Rama Sastri Tailanga. Vizianagram SaDskrit Series vol. 6， 1893. (Rama 

版 SPと略称)

(3) Saptapad瓦rthiby Sivaditya with the Commentary， Padarthachandrik亙 bySeshananta. 

Edited by V.S. GhatιBombay‘Second Edition， 1919. (Ghat日版 SPと略称)

(4) Sivaditya' s Saptapadarthi with a Commentary (Jinavardhanl) by Jinavardhana Suri. Edited 

by J S. Jetly. Ahmedabad， 1963. CJetly版 SPと略称)

(5) Saptapadarthi of Siv亘ditya. Edited with Introduction. Translation， and Notes by D. 

Gurumurti. Madras， 1932. (Gurumurti版 SPと略称)

を参照した。なお，参照した Saptapadartruの注釈 (Commentary)に関しては，

Mita. --Mitabhã~inï by Madhava Sarasvati 

Pad. 一一一Padarthachandrikaby Seshananta 

Jin. --Jinavardhani by Jinavardhana Suri 

と略称する。このほか，

(6) Vai五時ikasutraof Ka平副awIth the Commentary of Candrananda. Gaekwad' s OrientaI 

Series No. 136， Baroda， 1961. (VS， C本と略称)

(7) Vai長:;;ikasutrawith the Commentary， Upask亘raof Sankara Misra. Kashi Sanskrit Seri邸

No. 3， Benares， 1923. (VS， U本と略称)

(8) Pr必astapadabh匂yaニPad亘.rthadharmasarp.graha，Vizianagram Sanskrit Series vol. 4， Benar四，

1895. (PBhと略称)

等も参照した。

本稿では論旨を明確に表現するために，必要に応じて，訳文中に[ Jを用いて言葉を補足

し，又，訳文の間に解説を挿むなどした。更に， SP本文の和訳文には党丈を対照させた。

帰敬{易

Saptapad亘rthiの著者 Sivadityaは彼の匂義論に入るに先だって， Siva神に対して帰敬侶を捧

げる。この著作が中途で挫折することなし無事滞りなく完了することを神に祈願するためであ

る。

全世界の原因 (hetu)であれ輪廻の海 (arl)ava)に架かる橋 (setu)であれあらゆる学
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間 (vidy亘)の師(伊ru)である主宰神 Sambhuに帰命するo

hetave jagatam eva帥 sara勾ava.setaveI 

prabhave sarva.vidyanalp sambhave g町avenamal}. U 

Sambhuは， 1慈悲深い」という意味の形容詞でもあるが，ここでは Siva神の別名であるω。

Sambhuは全世界の原因 (hetu)であるとされているが，この場合の原因は動力因 (nimitta.

kara明)を意味し，和合因(鎚mavayi.kara早a)や不和合因(ぉamavayi.kara早a)を意味するのでは

ない。「輪廻の梅に架かる橋」とは，輪廻転生に苦しむ者達の救済者を意味する。著者が，ここで

Siva神の属性として最も強調したいのは， Siva神があらゆる学問の師であるという点であろう。

学聞の書である Saptapadarthiの成就を著者は願うからである。

第I章句義の列挙

この章においては， Sivaditya は七句義を列挙し，更に各匂義を細別して列挙する。まず，句

義自体が挙げられ，それの本性が示される。

l 句義は正知山)の対象 (vi:;;aya)である(1)。
pramiti.vi:;;ay亘.l}.pad亘rtha与11111

Sivadityaによれば，宇宙の構成要素たる句義は正しい認識の対象である。 Mita.によれば，

正知 (pramiti)とは，如実なる知 (yathartha.jnana)である。つまり，対象をありのままに正し

く把捉している認識である。そして，それの対象付与aya)とは，所量 (prameya)である。つま

り，正しい認識によって把捉され得るものが如実知の対象であるω。

Jin.によれば，ここでの「句義 (padartha)Jとは，定義されるべきもの(lak:;;ya)を指して

おり.1正知の対象 (pramiti.vi号aya)Jとは，定義(lak早叫a)を指している。したがって，この

箇所は「句義J自体の定義が説かれている，と解することができる。 Jin.は更に， 1正知 (pramiti)

とは，正しい観念 (prama)である。それ(正知)の対象 (vi早aya)とは， [正知によって〕把捉

されるもの (grahya)，即ち把捉が可能なるもの (grahaI).a・yogya)であれそれらが句義である」

と註釈しているω。

そして，それら(句義)は実体 (dravya)・性質 ((g叫 a)・運動 (karman)・普遍 (s亘m.

anya)・特殊 (vi均a)・和合(鈎mavaya)・無 (abhava)という 7種に限られる (2)。

te ca dra可a.gu早a.karma.sam如ya.vise号a剖 mavayabhavakhy時 saptaiva11211 

「それら(句義)はH ・H ・7種に限られる (saptaiva)Jという表現は書名 Saptapadarthi(七句義

論)の根拠を示している。 Jin.によれば， 17種に限られるJとは. 8種 (a:;;ta)でもなければ，

6種(甲at)でもない，という意味であるω。

Mita.は七句義の順序理由を次のように説明する。実体 (dravya)は他のあらゆる句義の基体

(adhara)であれ和合国であれそして句義の中で最も重要なもの (pradhana)であるから，

最初に挙げられる。性質 (guI).a)はあらゆる実体に依存し，実体生起のー剥那後 (uttara・k:;;a明)
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グナ

に生じ，実体に密接しているからB 実体の直後に挙げられる。運動 (karman)は性質と異なっ

て，常時実体に依存するわけではないが，普:遍の基体であるから，性質の直後に挙げられる。普

遍 (samanya)は遍在性(呂田vrttitva)を有し，三句義に依存するから，運動の直後に挙げられ

る。特殊 (vi均a)は普遍を対立者 (pratiyogin) としているから，普遍の直後に置かれる。和合

(samavaya)はこれら五匂義の結合関係 (sambandha)であるから，第6番目に置かれる。無

(abhava)は六匂義の否定 (ni号edha)を本性とするから，最後に挙げられる (5)。

そのうち，実体は地 (prthivi)・水 (ap)・火 (tejas)・風 (vayu)・虚空(政訴a)・時間

(k亘1a)・方角 (dis)・アートマン (atman)・マナス (manas)の9種に限られる(3)。

tatra dravyalJi prthivy却品jo-vayv司王asa-kala-dig-atma-manarpsinavaiva 11311 

「そのうち (tatra) とは， r七句義の中で (saptasumadhye)J (Mita.) という意味である。 Jin.

によれば，地・水・火の三つは最高の量 (pramãlJa) である現量 (pratyak~a) によって把捉され

得るので，最初に記される。そのうち，地・水に具わる性質 (gu明)が14種であるのに対し，火

のそれは11種であるから，地・水が最初に置かれ，地は一切の基体であるから，一番最初に置か

れる。風は外宮(皮膚)によって把捉される性質(蝕)の基体であるから， 3実体の次に置かれ

る。地・水・火・風は虚空を場として集合するから，虚空はこれら 4実体の次に置かれる。時間

と方角は形体を有するものにのみ存する遠在性・近在性 (paratvaparatva)を生ぜしめるから，

或は，多種の有形体物の原国であるから，虚空の次に置かれる。アートマンは遍在するこれら

(虚空・時間・方角)を統一するために，これらの次に挙げられるω。

一方，性質 (gulJa)は色 (rupa)・味 (rぉa)・呑 (gandha)・触 (sparsa)・数 (sarpkhy亘)・

量 (parimalJa)・個別性 (prthaktva)・合 (sarpyoga)・離 (vibh亙ga)・遠在性 (paratva)・近

在性 (aparatva)・覚 (buddhi)・楽 (sukha)・苦 (d時kha)・欲 (iccha)・嫌悪 (d刊号a)・努

力 (prayatna)・重さ (gu四 tva)・流動性 (dravatva)・粘着性 (sneh旦)・慣性 (sarpsk亘ra)・

法 (dharma)・非法 (adharma)・戸 (sabda)の24種に限られる (4)。

思llJastu rupa-rasa-gandha-sparsa-sarpkhya-parimalJa-prthal王tva-sarpyoga-vibhaga-paratvapara.ム

tva-buddhi-sukha-dul;tkheccha胴dve号a鯛pr，品yatna胆gurutva-dravatva-sneha-sarpskara-dharmadharma-

sabdas catur-virpsatir eva 11411 

vsにおいては，色 (rupa)から努力 (prayatna)までの17種が gUlJaとして挙げられている
が (VS，C本 I-i-5;U本 I-i-6)，PBhになると，更に重さ (gurutva)から戸 (sabda)までの

7種が加えられて24穫となっている (PBhp.11)o SP における gU]faの数及び配列順序は PBh

のそれと同じである。 TarkasaJ1lgrahaにおいては， gU]faの数は閉じであるが， 11頁序に変更があ

れアートマンの固有の性質である覚 (buddhi)・楽 (sukha)・苦 (du1).kha)・欲(icch互)・嫌悪

(dve号a)・努力 (prayatna)・法 (dharma)・非法 (adharma)・慣性 (sarpskara)が最後に配列され

ている (7)。この11民序の方がより整備されている。

運動 (karman)は上昇 (utk早epal).a)・下降 (ap旦均邑pa早a)・屈折(亘kuncana)・伸長 (pra.

sara早a)・進行 (gamana)の5種に限られる (5)。
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karma平iutkt?epalfâpak~epalfâkuñcana-prasaralfa-gamanani pancaiva 11511 

上昇 (utk~epa明)は，物体 (dravya) を虚空の下方部分から分離させ，上方部分と結合させる

原因となる運動，つまり上昇運動を指す。下降 (apak:;;芭palfa)は，上昇とは正反対方向の結合・

分離の原因となる運動，つまり下降運動を指す。屈折 (almncana)は，真っ直な物体の一方の端

が他方の端に接近して，全体が屈折する運動を指す。伸長 (pras亘ra早a)は，屈折Lていた物体が

真っ直に伸びる運動を指す。進行 (gamana)は，上昇等4種の運動が一定方向の運動であるの

に対して，不定方向の運動を指し，旋転 (bhrama)・放物 (recan且)・流動 (syand呂田)・迂回

(namana)等の運動を含んでいる。

普遍 (samanya)には，上位のもの (para)下位のもの (apara)・上下位のもの (parapara)

という 3種がある (6)。

samanyaJ::!l param ap且rarp.parapararp ceti trividham 11611 

PBhでは，普遍 (sam亘nya)は上位のもの (para) と下位のもの (apara)という 2種に分けら

れており，この分け方は Tarkasarp.grahaにおいても同様であるω。Sivadityaは，これら 2種

に，更に上下位のもの (parapara)を加えて普遍を3種に分類する。これは恐らく SP独自の分

類であろう。

Jin.は「それぞれ個々別々なものに関して，包括の観念 (anuvrtti-pratyaya)が生ずる場合，普

遍 (samanya)がそれ(包括観念)の原因である。それ(普遍)には3種ある。包括のみの原因

(kevalanuvrtti-hetu)となるのが上位のもの (para)であれ上位のものに比して遥かに小さく包

括する (atyalpa-vrtti)のが下位のもの (apara)であれそれら両者の本性 (tad-ubhaya-svabhav且)

を具えるのが上下位のもの (parapara)である」ωと説明する。ある事物の有する本性と同じ本性

が他の多くの事物にも存する場合，その本性を包括したものが普遍である。例えば，個々別々の

牛 (go)が「牛」と一般に称せられるのは，それぞれの牛には牛性 (gotva)とし寸普遍が和合

しているからである。

Ghateによれば，上位のものは存在性 (satt亙)を指し，下位のものは瓶性 (ghatatva)等を指L，

上下位のものは，匂義 (padartha)に対しては下位にありながら，地 (prthivi)等に対しては上

位にある実体性 (dravyatva)等を指す(10)。したがって，牛性 (gotva)は下位の普遍に属する。

Gurumurtiは， SPによる普遍の分類 (3種)は2種に分ける説よりも論理的に優れている，と

評価する(11)。

| 一方特殊州出す枇同住なる実体に依存すω ，無数でお (7)。
viset?as tu yavan岨nitya-dravya-vrttitvadananta eva 11711 

常住なる実体 (nitya-dravya)とは，虚空 (akasa)・時間 (kala)・方角 (dis)・マナス (manas)・

アートマン (atman)という 5種の実体と地・水・火・風の原子 (paramalfu:極徴)を指す。これ

らには共通の本性は存在しないから，普遍 (s亘manya)は存在せず，特殊 (vise号a)のみが存在す

る。特殊は常住なる実体の各々について区別の観念を生ぜ、しめる原因である。常住なる実体(原

子)は無数に存在するから，それらに依存する特殊も無数に存在する。
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これに対して，和合 (samavaya)は唯ーである (8)。

samavayas tv eka eva n 8 11 

和合 (samav亘ya)は全体 (avayavin)と部分 (avayava)の関係(例えば布と糸入実体と属性

の関係(例えば瓶とその色)，個物と普遍の関係(例えば牛と牛性)などのような9 離れては成

立しないもの (ayuta-siddha)の関係，即ち分離不可能なるものの結合関係を指し，日住 Aである。

では，何故唯一であるのか。「糸に布あり」・「布に色あり」等の観念における「ここに (iha)あ

り」という観念は和合を原因として生ずる。そしてこの観念はあらゆる場合に同一形相を有する

から，その観念の原因たる和合も唯一とされるのである。 PBh(p.328)によれば，和合は量

(pram拘a:認識手段〉によってその原因が捉えられないから，存在性 (bhava=satta)と同様，

常住 (nitya)である。

一方，無 (abhava)には未生無 (prag-abhava)・己滅無 (pradhvalllsabhava)・交互無 (an-

yonyabh亘va)・皐寛無 (atyantabhava)としての特相を有する 4種がある (9)。

abhavas tu prag -abhava-pradhvalllsabhava-anyonyabhavatyantabh亘va(l2)ーlak"al)ascatur-vidhal:; 

11911 

未生無 (pr亙g-abhava)は結果が未だ生じていない時点、の無(非存在)を指す。例えば「ここに

布が生ずるであろう (ihapato bhavi"yati) J (Mita.)とし、う場合には，ここに布の未生無がある

ことを意味する。巳減無 (pradhvalllsabh亘va)は果が滅した後の無を指す。例えば「根棒等によ

る打撃が起こると，瓶等の破壊がある(lakutady-abhighate jate ghatadi-vinasal).) J (Jin.) という

場合，瓶の巳滅無がある。交互無 (anyonyabh孟va) は相互に同一性が認められない場合の無を

指す。例えば「瓶は布にあらず。布は瓶にあらず (ghatal:;pato na bhavati， pato ghato na 

bhavati) J (Jin.)という場合，瓶には布の交互無があり，布には瓶の交互無がある。本性上の区

別 (svarupa-bheda)によってのみ，相互の区別がある場合に，交互無は起こり得る。畢寛無

(atyantabhava)は時間的に限定されない無，事物の存在しない所には何処にでもある無，そし

て，無始無終なる (anady-ananta)無を指す。したがって， rここに瓶がなし、」という一般的な無
とか， rアートマンには色の無があり，瓶等には知の無がある(亘tmanirupasya， ghatadi刊 j師団-

sy品haval:;)J (Jin.)という場合の無は畢寛無である。

地 (prthivi)には常住なるものと無常なるものとがある。常住なるものは極徴 (parama卯)

としての特相を有し，無常なるものは果 (karya)としての特相を有する。それ(無常なる

もの)は更に身体 (sarJ:ra)・感官 (indriya)・対象 (vi"aya) という特相を有する。身体は

われわれ (asmad)等に存するものであれ現量 (pratyak;;a)によって確立される。感官は

呑 (gandha)を顕示する鼻 (ghral)a)である。対象は瓶 (ghata)等である (10)。

prthiVl nitya anitya ca I param匂u-lak"a♀anitya， karya-lak"a苧互 tvanitya I sapi sarirendriya-

Vl戸ya-rupaI sariram asmad-adin亘1llpratyak料品iddham，indriyaI!l gandha-vya任j且kamghra-

l)am; vi号ayoghatadil). 111011 

勝論学派によれば，地・水・火・風の4種の実体は極微 (param昌平u)，即ち原子から成ってい
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る。原子は常住であるから， これら地・水・火・風は単独原子のままの状態では常住である。 し

かし，複数の原子が結びついて複合体(果)になったものは無常である。何故なら，複合体とし

ての地・水・火・風は再び分離されて原子に還元され得るからである。この意味で地・水・火・

風の実体には常住なるものと無常なるものとの 2種類があると説かれているのである。

無常なる地，即ち果としての地は更に身体 (sarlra)ω 感官 (indriya)・対象付与aya)に分類さ

れ，現量によってその存在が確立される。「身体はわれわれ等に存するもの (asmad亘din互rp.)Jと

』土9 われわれ等のJ主体が地のみを成分としていることを意味する。「われわれ等」に関しては，

Jin. (p. 13)によれば， Iわれわれ (asmad)Jは人間 (m如 U$a)を指し， I等(詞i)Jは神 (deva)・

詩仙 (n;i)・蟻 (pipilika)・蛇 (sarpa)等を指すようである。

果としての地等を3種に分類する考えは，すでに VSに現われており， Iそこで更に，果とし

ての実体である地等は，身体・感官・対象という 3種〔に分類されるJ(13) Jと説かれている。

水 (ap)にも 2種ある。常住なるものと無常なるものとである。常住なるものは極微とし

ての特相を有し，無常なるものは果としての特相を有する。それ(無常なるもの)は更に身

体・感官・対象とし、う特相を有する。身体はヴァノレナ (Varu早a)神の世界に存する。感官は

味 (rasa)を顕示する舌 (rasana)である。対象は川・大洋 (sarit-samudra)等である (11)。

亘po' pi dvividhal;ラ nityaanityas ca I paramal)u品k$a:l)anityal; I karyιlak~aJ!as tv anityal; 

ta api sarlrêndriya四vi~aya-rup碕 I sarirarp. varU1)a-loke I indriyarp. rasa-vyanjakarp. rasanam 

vi~ayal; sarit-samudradil; 111111 

「身体はヴァルナ神の世界に存する」ということが何を意味しているかは明瞭で、はなし、。 Mita. 

は「聖教によって確立されている (agama-siddha)Jと補足するに過ぎない。 Tarkasarp.grahaにも，

これと同じ表現があり， Athalye は Notesの中で， I水の身体はヴァノレナ神の世界にいる生きも

の達によって所有される」と説明している。 しかし，彼は， この表現は地に関する表現との釣合

(symmetry)を狙って挿入されたものらしい， と述べ，更に， このような表現は，あらゆるもの

に類似 (analogi白)・釣合を求めようとする熱心さが，往々にして，是認し難い(unwarranted) 

不条理な (absurd)結論をもたらすことになる好例である，と皮肉っている(14)。

Jin.は「水は常に流動するから，水から成る身体には享受 (upabhoga)等の能力はなかろう」

とし、う反論を予想して，次のように説く。水の部分(原子)から成る身体は，地の部分の支持を

受けて，地の部分と結びつく。 この結合によって，水の流動性は阻止され， 水の部分から成る身

体も特定の享受能力を具える(15)。

無常なる水の感官は舌 (rasana)であるということは，舌の先端にある味覚器官の主要成分が

水であることを意味する。

火(tejas)にも常住なるものと無常なるものとがある。常住なるものは極徴としての特相

を有し，無常なるものは果としての特相を有する。それ(無常なるもの)は更に身体・感

官・対象としづ特相を有する。身体はアーディトゥヤ (Aditya)神の世界に存する。感官は

色 (rupa)を顕示するもの(眼)である。対象は地的なもの (bhauma)・天的なもの (divya)・
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腹中のもの (audarya)・鉱物性のもの(亘karaja)としての特相を有する (12)。

tejo ' pi nityam anitya!p. ca I paramã早u-lak~al).a!p. nityam， karya-laki;?a早amanityam I tad api 

sarirendriya-vir;;aya-rupam I sariram aditya-loke I indriya!p. riipa-vyanjakam I vi宇ayobhauma-

divyaudaryakaraia-rupa];l [[ 12[[ 

Mita.によれば，無常にして果である火の身体がアーディトヮヤ衿の世界に存ずることは9 プ

ラーナ (pur勾a)文献等においてよく知られているという。

果たる火の対象の 4種について， Jin.にしたがって説明しよう。 地的なもの (bhauma)とは，

薪等を燃料とする地上の火を指す。天的なもの (divya)とは，天空 (gagana)に存する火であり，

太陽 (siira)・稲妻(，吋yut)等を指す。腹中にあるもの (audarya) とは，腹 (udaraヲ jathara)の

中にあって，食された食物を排世物・汁・要素の状態 (mala-rasa-dhatu四bh亘γa)に変化させる消

化熱を指す。鉱物性のもの(亘karaja) とは，文字通りに解すると.1鉱山(亘kara)より生じたも

の(jata)Jという意味であるが，光沢を具える金 (svar早a)・銀 (rupya)等を指すく16)。

ところで，金・銀が火に属するとは奇異な感じを受けるが，これは次のような理由に基づく。

先ず金・銀は地より成るもの (parthiva)ではないか，とL、う疑義が起るが，これに対する答え

はこうである。金・銀は極度に熱せられても，その流動性 (dravatva)を失わないが，地より成

るパター (ghrta)は極度に熱せられると焦げ付いて流動性を失う。この場合のバターが流動性

を保つには水(jala)という阻止物 (pratibandhaka)が必要である。しかし，金・銀はそれを必

要としなL、。金・銀及び地は依図的 (naimittika)流動性を有するという点、では共通するが，火

との合によって，地(バター)が究極には燃焼するのに対して，金・銀は決して燃焼しなし、。故

に，金・銀は地より成るものではなL、。次に，金・銀の流動性が依図的なものであるのに対し

て，水の流動性は本来的なもの (s亘.!p.siddhika)であるから，金・銀は水に属さなし、。更に，金・

銀は色を有するから，風及び時間等に属さない(17)。

風 (vayu)にも常住なるものと無常なるものとがある。常住なるものは極微としての特栢

を有し，無常なるものは果としての特相を有する。果を特相とするものは身体・感官・対

象・気息 (pral).a) としての特相を有する。身体はヴァーユ (V亘刊)神の世界に存する。感

官は触 (sparsa)を顕示する〔皮膚 (tvac)Jである。対象は木等の震動(vrk~âdi-kampa) を

引き起すものである。一方，気息は身体内部で活動する (sarirabhyantara-carin)風である。

それ(気息)が作用の相違 (kriya-bheda)によって「アパーナ (apana)J等の名称を得る。

しかし，静かな (stimita)風は極徴の集合 (samuha)に過ぎず， (果として〕構成された実

体ではない (13)。

v亘yurapi nityo 'nityas ca I paramal).uゐki;?anonitya];l I karya-la同ano'nitya].1 I karya-rupa].1 

sarïrêndrかa-vi~aya-prãl).a-la匂aJ;la].1 I sarira!p. v忌yu品keI indriya!p. sparsa-vya司法amI vi号ayo

vrk:;:adi-kampa-janaka].1 I pr拘astu sarirabhyantara-cari vayu].1， sa eva kriya-bhedad apanadi-

sa!p.j鼠.!p.labhate I stimita-v亙yus旬 p丘rama阜u-samuhaevanarabdha田dravyaJ:t[[ 13 [[ 

果である風は，身体・感官・対象の他に気息が加えられて4種である。身体内で動く風とされ
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る気息 (pr勾a)は作用や場所の別によって，プラーナ・アパーナ (apana)・サマーナ (sam亙na)⑮

ウダーナ (udana).ヴィヤーナ (vyana)の5種に分けられる。

身体内を動く風を代表するプラーナは胸部にあって，口と鼻から出入り L，呼吸・鴨下の働き

をする。アパーナは直腸.JlI門等にあって，排?世物等を下方に押し進める。サマーナはへそ辺り

にあって，食物の消化熱を混ぜ、合わせる。ウダーナは喉にあって，上方に昇れ音声を作り出

す。ヴィヤーナは全身を循環し，血行促進等の{動きをする (18)。

閉めきった全く風の入らない部屋の中でも，扇子を動かせば，風の存在は感じられる。この風

は外部から入ってきたものではなくて，最初から部屋の中に静止状態で存在していたものが扇子

の作用によって感じられるようになったのである。室内のこの静止風は全く別な種類の風として

分類されなければならない。静止風は常住にして超感覚的な，極徴(原子)としての風には含ま

れなL、。扇子の補助を得てそれの触が捉えられるからである。又9 静止風は無常なる，呆として

の風でもない。扇子の使用前にはそれの触は知覚されなL、からである。この疑義に対するテキス

トの答弁は次のような意味である。静止風は極徴の集まりに過ぎないのであって，果として構成

された実体ではない (anarabdha-dravya)。扇子の作用によってはじめてそれらの極徴が結合して

果となれ触を通してその果の存在が感知される。したがって，静止風 (stimita-vayu)は常住な

る風に含まれる (19)。

| 一方，虚空間山虚酵の種類山られ，実に無数 (ananta)である臼4)。
akasas tu ghatakasadi-bheda嗣bhinno'nanta eva 111411 

虚空はあらゆるものに存在と運動の場所を与える無形質なる空間である。虚空は本来唯一であ

りE20〉，常住であれ遍在するものであるが，例えば瓶に囲われた空間のように，種々様々な条

件 (upadhi)によって分割されているから，外見上は無数である。

一方，時間 (kala)には発生 (utpatti)・持続 (sthiti)・消滅 (vinasa) としての特相を有

する 3種がある (15)。

l王亘lastu utpatti-sthiti-vinasa-lak号al)astrividhaJ:t 111511 

虚空と同様に時間 (kala)も本来唯一常住遍在であるが，条件的 (aupadhika)区別として発

生・持続・消滅を有するo Mita. (p. 12) は「発生によって未来 (bhavi~yat) が，持続によって

現在 (vartamana)が，消滅によって過去 (bhuta-協同が理解される」と注釈している。 Jin.に

よれば，時聞に存する条件 (upadhi) とは，事物 (p且dartha)に対する時間の原因性 (nimittatva)

である。つまり，時間はあらゆる事物(結果)の発生・存続・消滅の動力因 (nimitta-kara早a)で

ある。本来唯一であるはずの時聞が発生等に分類されるのは，一人の人聞が舞踊活動をすること

によって「踊り子 (n司法i)Jとされたわ料理活動をすることによって「料理人 (pacaka)Jと

されるのと同様であるという倒〉。

方角 (dis)には東 (aindri)・東南 (agneyi)・南 (yamya)・南西 (nairrti)・西 (Varu平i)・

西北 (vayavi)・北 (kauberi)・北東 (aisani)・下方 (nagi)・上方 (brahmi)・中央 (raudri)

という11種がある (16)。
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|い仇n…山yanai耐矧…η削t
vidh亘 111611l 

ここに列挙されている方位名の原語はすべて神々の名前に由来している。各方角にはそれぞれ

特定の神が守護者として住するとされているからである。 aindri(東)は lndra神が住する方角

(dis) ，亘gneyi(東南)は Agni神， y互mya(南)はYama神， nairrtI (南西)は Nairrta神， varu早I

(西)は Va開明神.vayavi (西北)は V亘yu神， kauberi (北)は Kubera神， ai釘ni(北東)は

ISana神 (=Siva神)， nagi (下方)は Naga神， brahmi (上方)は Brahr両神， raudri (中央)

は Rudra衿が住む方角である (22)。方角も本来唯一常住遍在である。

虚空 (akasa)を始めとする三つ〔の実体〕は本性上は唯一である。条件 (upadhi)の区

別から異なったものとなる (17)。

亘l王亘sadi-trayarptu vastuta ekam eva upadhi-bhedan nana-bhutam 111711 

「虚空を始めとする三つの実体」とは虚空・時間・方角を指す。これら 3実体は本来唯一常住遍

在であることから，とれら三つの間には本質的には相違はなL、。 3実体は本性上は唯一(同一)

であるが，それぞれの条件を具有することによって，虚空・時間・方角という別々の実体にな

る。したがって， 3実体から各条件が離脱した場合には， 3実体には区別がなくなれそれらは

全く同ーとなる。

Gurumurtiは，この 3実体同一説を， rSiv詞ityaの最も意味深長なる見解の一つであり，・

現代の形而上学的，物理学的，数学的理論の中で最も論議されている問題の一つであるJ(23)

と評価する。

一方，アートマン(亘tman)には最高我 (paramatman)と知田者 (k;;etra-jna) という 2種

がある。最高我は自在神 (lsvara)であれ唯一である。知田者はわれわれ等で、あり，無数

である (18)。

亘tm亘tuparamatma k;;etra-jna五cetidvividha¥;t I paramatma isvara eka eva I k;;etra-jn亘

asmad-adayo 'nanta eva 111811 

Jin.によれば，最高我 (paramatman)とは，最高の (parama)，卓越せる (utkr$ta)，一切を知る

(sarva-jna)，あらゆる能力を具えたいarva-samarthya-vat) ，一切苦を離脱せる (sarva-dul;tkha-rahita)

アートマンである。そして，最高我は最高神たる自在神 (ISvara)であり，大地・山等の創造者

であることから，唯一者とされる。

一方の知困者 (k於tra-jna)は身体を有するアートマンを指すと考えられる。身体は無数に存在

するので，知回者も無数に存在することになる。 k$etraとは，直接的には「田畑Jr耕地」を意

味する。田畑において植物の種子が育ち，実るように，身体においても行為の影響力 (ad時 a)が

育ち，実るので， k$etraは「肉体Jr身体」の意味にも用いられる。ここでの k$etraは「田畑」

よりも「身体」の意味に解すべきである (24)0 k$etra-j員aは「田(身体)を知るもの (jna)Jとい

う意味であり，ここでは「知困者」という一般に用いられる訳語を記したが， r矢口身者」と訳す
方が真の意味に近いといえる。「身体を知るもの」とは， r身体を統括者として知るもの」という
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意味であろう。この意味から，知日者は，個々の生体に内在して統括するアートマン，即ち個我

(jivatman)を指すことになる。

! マナス… W 一ト一依蹄存凶るから無鰍数である臼

manaおst印up戸ra坑ty亙討tmaか-n凶i号渋tha抗tva:danantねam11は19到別11 | 

マナスは，各身体に内在する知田者 (k~etra-jna)たるアートマンに依存する。知国者は無数で、

あるから，各知田者に一つずつ依存するマナスも無数である。

勝論学派や正理学派では，二つ以上の知覚が同時に生起することを認めなし、。例えば烏を見な

がら鳴声を聞くという場合，烏の知覚と声の知覚は同時に生ずるのではなく，順次に生ずるとさ

れる。 2覚以上の同時生起は不可能であるから，マナスは各身体内に1個のみ存在すると推理さ

れる。多なる知覚が順次に生起するためには，マナスは迅速に移動できなければならないので，

マナスは原子の大きさであり，常住である。マナスがアートマンと感官の両方に結びつくことに

よってはじめて知覚は成立するので，マナスは注意力を実体視したものと考えられる (25)。

虚空(a:ka:sa)を始めとする五つ〔の実体〕はすべて常住のみである。他〔の四つの実体〕

は常住でもあり，無常でもある (20)。

亘ka:sadi-pancaka:rp.nityam ev呂 Iapara:rp. nityanitya:rp. ca 112011 

虚空を始めとする五つの実体とは，虚空・時間・方角・アートマy ・7 ナスを指す。これら 5

実体はすべて常住のみであって，決して滅することはない (avina:sin)oJin. (p.25)は「部分た

る実体 (avayava-dravya)を有しなし、から。極微 (parama:加)の如し」と理由説明をする。他の

四つの実体とは，地・水・火・風を指す。これら 4実体は，極徴のままで、は，常住であるがs 結

果，即ち 2徴果 (dvi-al)uka=2原子体)等になると，無常である。

注

(1) 底本では，書名の直ぐ上に， ["略，シヴァ神に帰命する (0Ip.namal;l sivaya) Jと記されている。

( 2) SP， p.13， 1.15 

(3) Jetly版 SP，p.4， 11.l9-20. 

(4) Ibid.， p.5， 1.11. 

(5) SP， p.14， 1.17-p.15， 1.8. 

(6) Jetly版 Sp，p.7， 11.1-6. 

(7) TarkasaIp.graha of Annambhatta， ed. by Y. V， Athalye， Bombay， 1963， p.5.なお，一番最後の

慢性 (sa中skara)は，厳密に言えば，勢用 (vega)・印象 (bh亘vana)・弾性 (sthitisthapaka)の3穫

に分けられ，その中の印象がアートマン固有の属性である。

( 8 ) PBh (p.311)には samanyaIp.dvividham param aparaIp. caとあり， TarkasaIp.gr品ha(p.5)には

param aparaIp. ceti dvividhaIp. sam互nyamとある。

( 9 ) Jetly版 SP，p.8， 11.lO…11. 

(10) Ghate版 SP，Notes， p.5. 

(11) Gurumurti版 SP，p.8. 

(12) Ghate版 SP(p.5)及び Jetly版 SP(p.l0) では atyantabhavanyonyabhava (畢寛無・交互無)
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の順になっており， TarkasaJllgraha (p.6)もこれと同じ順序である。

(13) VS， U本 IV-ii-1(C本は欠く):tat puna]:t prthivy-adi karya-dravyatp trividhatp品arirendriya-

vi号aya-satpjnakam.

(14) Tarkasatpgraha p.8， p.110. 

(15) Jetly版 SP，p.14， 11.22-24. 

(16) Ibid.， p.18， 11.13-16. 

(17) Ibid.， p.18， 1.25-p.19， 1.2. Tarkasatpgraha (Dipika) p.8， 11.15-22， Notes pp.112-113. 

(18) Ghate版 SP，Notes pp.9-10. Tarkasatpgraha， Notes p.1l5.なお，底本 (p.20)の脚注には，

Sadanandaによる Ved加tasaraのプラーナ説が引用されている。それによると，ブ。ラーナは前方に

進む風であり，鼻の先端 (nasagra)に存在する。アパーナは下方に進む風であり， A工門 (payu)等に

存在する。ヴィヤーナはあらゆる方向に進む風であり，全身に存在する。ウダーナは喉 (k叫tha)に

存在し，上方に進み，臨終に抜け出る風である。サマーナは身体の中央 (sarira-madhya)に存在し，

飲食された食物を消化する働きを有する。

(19) SP (Mita.) p.21， 11.9-15. Jetly版 SP(Jin胸)， p.21， 11.2-4. Ghate版 SP，Notes pp.lO-ll. 

(20) 虚空が存在性 (bhava=satta) と同様に唯一であることは， VS (C本 II-i-28;U本 II-i-29)にお

いて説かれている。

(21) Jetly版 SP，p.21， 11.13-17.なお， PBh (p.63)におし、て，時間はあらゆる結果 (sarva..kary吋の

発生・存続・消滅の原因でるることが説かれている。

(22) 方角と守護神との関係は PBh(pp.66-67)において説かれている。 PBhでは，方角は東から上方ま

での10種であるが， SPで

‘raロdri'dasan瓦m api disa耳1madhyama-bhaga iti. 

(23) Gurumurti版 SP，pp.19-20. 

(24) Gurumurti (Ibid.， p.21)が述べるように， Bhagavadgltã の第13章には知回 (k~etra-知的に関する

説明があり，第1侮に， 1"この身体 (sarira)は，グンティー姫の子よ， IF田(同εtra).IJと称せられるj

とある。

(25) Nyayasutra (l-i-16)では， 1"同時に知覚の生起しないことがマナス〔存在1の証栢である」と，

VS (III-ii-l)では， 1"アートマンと感官と対象が接触している場合でも，知覚が生じたり生じなかっ

たりすることがマナス〔存在1の証相である」とマナスの定義が説かれている。
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